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4.論 文の訂正:査 読審査の結果,原 稿の訂正 を求め られた場会 は,40日以内に,訂 正 された原稿 に訂正点 を
明示 した手紙 をつ けて,前 記泌尿器科紀要刊 行会宛て送付 する こと,な お,Editorの責任 において一部字句
の訂正 をす ることがある.
5.校 正:校 正 は著者 による責 任校正 とする.著 者複数 の場合は校正責任者 を投稿時指定す る・
6.掲 載:論 文 の掲載は採用瀬 を原鋼 とす る.迅 速掲載 を希望 する ときは投稿時1こその 旨申 し出るこ と・
(1)掲載料 は1頁 につ き和文 は5,500円,英文 は6,500円,超過頁 は1頁 につ き7,000円,写真の製版代・ 凸
版,ト レース代、別冊,送 料 などは別に 実費 を申 し受 ける.
(2)迅速掲載 には迅速掲載料 を要す る.5頁 以 内は30,000円,6頁以上は1頁 毎 に10,000円を加算 した額 を
申 し受 ける.
（3）薬剤の効果,灘 定試薬の成績,治 療機器の使用 などに関する治験論文お よび学会抄録につ いては,掲 載料
を別途 に申し受 ける.
7.別 冊:実 費負担 とし,著 者校正時 に部数 を指定す る.
Information for Authors Submitting Papers in English 
 1: Manuscripts, tables and figures must be submitted in three copies. Manuscripts hould be typed 
   double-spaced with wide margins on 8.5 by  11 inch paper. The text of all regular manuscriptsshould 
   not exceed 12 typewritten pages, and that of a case report 6 pages. The abstract should notexceed 
   250 words and should contain no abbreviations. 
 2. The first page should contain the title, full names and affiliations of the authors, key words (no more 
   than 5 words), and a running title consisting of the first author and two words. 
 e.g.  : Yamada, et  al.  : Prostatic cancer  •PSAP 
 3. The list of references should include only those publications which are cited in the text. References 
   should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of superscript 
   numerals and should not be arranged alphabetically. 
 4. The title, the names and affiliations of the authors, the director's name, and an abstract should be 
   provided in Japanese. 
 5. For further details, refer to a recent journal.
編 集 後 記
2000年が明けた.日 本の社会 は激 しく動いている.医 学 ・医療 を取 り巻 く状況 も厳 しい ものがあ る.こ れか ら
どの ような方向に進 むであろ うか.
アメ リカの10年前が現在 の日 本に当てはまると云 われた ことが ある、なん とな く反発 した くなる考 えではある
が,少 な くとも参考 になるこ とだけは確 かである.ア メリカの医療が辿 った同 じ道 を,日 本 の医療 も辿 るであろ
うと患 われ る点がい くつかあげ られる.
まず,DR(}/PPSの医療保険制度 は,5年 くらいの うちに 日本で も行 われる ようにな るで あろうが,そ うな
ると,効 率の良い医療が病 院の収入増加 につ なが り,い か にして入院期間 を短縮 し,診 療にかかる諸経費 を少な
くす るか に重点が移行 す る.医 学 ・医療の専門 化,総 分化 はさらに進 むが,同 時 にホリ ステ ィック メデ ィシ
ン.全 人医療の重要性が叫ばれ,プ ライマ リー ケアのニーズは増加す る.
医学研究 は どうなるか.大 学病院は独立法人化 により 病院 としての財政が重視 され るようになる.患 者 さんが
集 まるような教授 を大学病 院 も求める ようになる.臨 床研究 も研究の ための研究,ペ ーパーのための研究 はな く
な り,臨 床 に役立つ研究,意 義のあ る研究が志向 されるようになる.未 知 なるものへの挑戦 をすべ て是 とす る考
えでは,研 究 を続 けることはできな くなる.
医学教育 に求 められ るものは,良 医 を育て ることであ り,研 究者 を育て ることではないことが はっきりする.
研究者の育成 は大学院の任務であ る。その大学院 も,研究 者の育成 だけで はな く,よ り高度の専 門家の育成 も目
標 の一つ になるであ ろう.
以上 は思いつ くままの予測であるが,い ずれ に して もはっき りと時代 の流れ を見定めて,し っか りした舵取 り
をすることが リーダーに求め られている.
(吉田 修)
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